
森林・山村地域振興対策
【令和５年度予算概算要求額 1,501（1,363）百万円】

＜対策のポイント＞
森林の多面的機能の発揮と山村地域のコミュニティの維持・活性化を図るため、生活の身近にある里山林の継続的な保全管理や利用等の協働活動を促進

するとともに、森林空間をはじめとした多様な森林資源を活用して山村と都市との新たな関わりを創出します。また、国有林野において、国が事業実施主体と
なり、協働型の生物多様性の保全の取組を実施します。

＜事業目標＞
○ 地域外からの活動参加者数（関係人口を含めた活動への参加者数）が増加した活動組織の割合を毎年度増加
○ Forest Styleネットワークの登録数（307団体等［令和３年度］→ 610団体等［令和８年度まで］）

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
１．森林・山村多面的機能発揮対策 1,375（1,363）百万円

森林の多面的機能の発揮とともに関係人口の創出を通じ、山村地域のコミュニティ
の維持・活性化を図るため、地域住民や地域外関係者等による活動組織が実施
する森林の保全管理、森林資源の活用を図る取組等を支援します。

２．新たな森林空間利用創出対策 80（ー）百万円
山村地域やその住民と継続的かつ多様に関わる「関係人口」を拡大させていくため、

都市住民も含めWell-Beingの向上につながる森林コンテンツの育成・普及に向け
た取組への支援や、「日本美しの森 お薦め国有林」の重点的な環境整備等を行
います。

３．協働型生物多様性保全事業 45（ー）百万円
地域における生物多様性の保全や山村地域のコミュニティの維持・活性化を図るた

め、国有林野において、地域の関係者等との協働型による生物多様性保全の取
組手法を構築します。

［お問い合わせ先］（１の事業、２の事業の一部）林野庁森林利用課（03-3502-0048）
（２の事業の一部、３の事業） 経営企画課（03-6744-2321）
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